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「現場調査（水文調査）講習会」開催報告

現場調査（水文調査）講習会実行委員会
企画委員会

　2015 年 10 月 8 日（木）から 9日（金）にかけて，東京農工大学（小金井キャンパス・140 周年記念
会館エリプス）および東京都国分寺市「お鷹の道・真姿の池湧水群」周辺において，「現場調査（水文
調査）講習会」を開催しました。
　1日目の講習会では，水文調査の基礎，測定方法とその留意点に関する講義や，熊本における地下水
保全の事例紹介，実際に水質データから手書きによるシュティフ・パイパーダイヤグラムの作成実習や
アルカリ度測定実習などを実施しました。2日目には，実地講習として，電磁流速計や容器法による流
速測定，現場水質測定およびパックテスト，地下水位測定を行いました。
　講習会は，現場調査講習会実行委員会と企画委員会が主催したものです。講習会の参加者は 15 名と
なりました。講習会のプログラムを以下に示します。

10 月 8 日（木）：第 1日目
　10：15 ～ 10：20　講習会開催挨拶   （実行委員：和知　剛）
　10：20 ～ 11：50　1．水文調査の総括   （立正大学名誉教授：高村弘毅）
　13：00 ～ 14：30　2．地下水をとりまく環境  （長崎大学：利部　慎）
　14：40 ～ 16：10　3．各種測定方法の説明  （サンコーコンサルタント（株）：小澤恵理子）
　16：10 ～ 17：40　4．水質評価の意義とデータ解析 （産総研：町田　功）
10 月 9 日（金）：第 2日目
　 9：00 ～ 10：00　1．姿見の池，恋ヶ窪用水 （担当：実行委員）
　10：00 ～ 11：30　2．お鷹の道・真姿の池湧水群
　11：30 ～ 12：00　3．一般社団法人　小林理学研究所湧水
　12：00 ～ 12：30　4．殿ヶ谷戸公園
　13：30 ～ 16：00　5．データまとめ・質疑  （長崎大学：利部　慎）
　16：00 ～ 16：10　講習会閉会挨拶   （企画委員長：竹内真司）

　講習会 1日目の終了後は，懇親会を開催しました。懇親会には，講師及び参加者，運営メンバーら，
16 名が参加しました。参加者同士の親睦を深めると同時に，それぞれが業務などで抱えている地下水
に関する問題や最近の話題について積極的な意見交換・情報交換が行われました。
　今回の講習会は，水文調査の方法や取得データの解析に関する講義に加え，現地にて湧水保全の取り
組み紹介や土地開発に伴う水文環境モニタリングの事例紹介，現地測定の講習も行いました。現地測定
の講習の中では多くの参加者の方に測定機器を手に取って作業していただき，測定データのとりまとめ
まで行っていただきました。講義と実習を組み合わせて実施したことで，より理解が深まったように思
います。また，2日目の講義では，同位体を用いた水文調査についての講義も行われました。
　講義の中では，2014 年 3 月に成立した「水循環基本法」について取り上げ，これに関連して流域管
理や地下水保全の事例についても講義が行なわれました。参加者の関心も高く，今後の地下水の社会的
在り方について，改めて考える機会となりました。
　日本地下水学会では，来年度以降も「現場調査講習会」の開催を計画しており，この活動を通じて，
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当会の社会貢献を推し進めていくとともに，業務・研究・教育等で地下水に携わる方々の技術力向上の
一助となれば幸いです。

以上

1 日目の講習における滴定試験 真姿の池湧水群用水路での流量調査

小林理学研究所湧水での水質測定 講習実施状況（最終日まとめ）


